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ワタミ株式会社（以下「ワタミ」）と慶應義塾大学は、地元を離れて一人暮らしを始める女子学生【支援①】へ

の支援として、2024 年 4 月からミールキットや食事を一定回数届ける食事支援を開始いたします。また、家

庭の経済的困窮により支援を必要とする学生【支援➁】にも近日中に支援を開始します。慶應義塾大学はこ

れまでも、慶應義塾生活協同組合と協力した食事支援など、学生への支援に力を入れてきましたが、企業と

連携しての支援は、今回が初の取り組みとなります。 

この度の食事支援の一環では、慶應義塾大学が、支援が必要な学生の募集・選考を行い、ワタミが展開す

る食事宅配サービス「ワタミの宅食」を活用した健康に配慮された管理栄養士監修のお食事などを、対象の学

生のご自宅までお届けいたします。費用は慶應義塾大学が受け持ち、対象の学生は無償で本支援を受けるこ

とができます。 

経済的負担を減らしつつ、バランスのとれた食事を提供することで、充実した学生生活を食の面からサポー

トしてまいります。 

 

 

■慶應義塾大学が実施する「食の支援」 
慶應義塾大学では、家庭の経済的困窮や、親元を離れて生活している関係から、生活費の大部分を自身

のアルバイト収入で賄っている学生がいること、昨今の物価高の中で、そのような学生の生活がさらに不自由と

なっていることを課題として、学生に対する食事や生活必需品の支援に力を入れてきました。 

２０２４年度からは、全学生向けと女子新入学生向けの 2 つの食事支援を新たに開始いたします。「ワタミの

宅食」を活用することで、学生によって、より利便性の高い支援を実施してまいります。 

 

【支援①】一人暮らしを始める女子学生に向けた食の支援 

・対象：新たに一人暮らしを始める、関東以外の高等学校等出身の 

女子新入生で、支援が必要と判断された学生 

・人数：年間約２００名 

・内容：ミールキット「PAKU MOGU」「あっ!と ごはん」「定番おうちごはん」 

（２人用）を、毎月 8 セット分、無料で提供。 

・募集受付中：～4 月 11 日(木)まで 

 

 

 

【支援②】生活困窮者に向けた食の支援 ※募集受付準備中 

・対象：家庭の経済的困窮などにより、支援が必要と判断した学生 

・人数：年間約３７０名 

・内容：「ワタミの宅食」の調理済み弁当「スマートプレート（F400、 

R500）」を、毎月 1 回 1 食分、無料で提供。 

 

 

 

 

 ワタミと慶應義塾大学が学生への食事支援を開始 
経済的困窮や一人暮らしにより支援が必要な学生に無料で食事をお届け 
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■慶應義塾協生環境推進室 
慶應義塾は協生環境の実現を目指して、協生環境推進室を設置し、一貫教育校から大学・大学院までを

包含した全塾的な取り組みを推進しています。年間を通じて、「ワーク・ライフ・バランス」、「バリアフリー」、「ダイ

バーシティ」に関連する環境整備に加え、講演会やワークショップなど、学生のみなさんも参加可能なさまざま

なイベントや取り組みを行っています。 

また、女子学生に向けた「女性のからだ支援〜Breeze プロジェクト〜」を展開しており、生理用品の無償配

付（年４回）や女性トイレ個室への生理用ナプキンの無料配布ディスペンサー「OiTr」の設置、そして“自分のか

らだとの付き合い方”に焦点を当てる慶應義塾大学病院の専門医等によるセミナーの開催や、「からだ相談

室」の設置なども行なっています。 
支援内容についての具体的なお問い合わせは本室までお願いいたします。 

 

【ホームページ URL】https://www.diversity.keio.ac.jp/ 

【メールアドレス】keiodiversity@info.keio.ac.jp 

 

 
■ワタミが提供する食事宅配サービス 

ワタミは、全国で展開する食事宅配サービス「ワタミの宅食」の商品とインフラを活用し、慶應義塾大学の学

生へ、お食事をお届けしてまいります。 

商品は、指定された日に、担当のスタッフが学生のご自宅までお届けいたします。置き配にも対応しており、

日々の授業や研究、課外活動等、様々な活動に励む学生にとって、利便性の高いサービスを提供してまいり

ます。 

お食事は、「スマートプレート」「ミールキット」ともに管理栄養士が献立を設計し、バランスに配慮された日替

わり献立のお食事です。食生活が乱れがちな学生生活の中、少しでも健康的な食生活を意識していただける

よう、「食育」も視野に入れ、毎月 1 回、管理栄養士による「食育コラム」もお届けいたします。 

 

 

■参考：「ワタミの宅食」について 

「ワタミの宅食」は、日替わりのお食事と“まごころ”をお届けすることで 

“社会を支えるインフラ”となることを目指し、事業を展開しています。 

お弁当・お惣菜は、お客さまと同じ地域に住む“まごころスタッフ”がお届けし

ています。 毎日約 24 万食のお弁当・お惣菜をお届けしており、病者・高齢

者食宅配市場「売上シェア 13 年連続 No.1」※（2010 年～2022 年）を達

成しています。2020 年 3 月には、業界として初めて、自社弁当容器を回収

し、新たな容器としてリサイクルする取り組みを全国に展開するなど、SDGｓ

の目標達成にも貢献しています。 

※「病者・高齢者食宅配市場」で売上シェア No.1（2010～2022 年）出典 「外食産業マーケティング便覧 2011～2023」（株式会社富士経済調べ） 

 

 

【この資料に関するお問い合わせ先】 

ワタミ株式会社 ブランド広報室 

TEL：03-5737-2814  E-mail：press@watami.net   https://www.watami.co.jp/ 

【この資料の配信元】 

慶應義塾広報室（増田） 

TEL：03-5427-1541   FAX：03-5441-7640 

E-mail：m-pr@adst.keio.ac.jp     https://www.keio.ac.jp/ 
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